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１．山種美術館のご紹介 

山﨑種二(山種証券[現SMBC日興証券]創業者)のコレクションをもとに、 
昭和41（1966）年に日本初の日本画専門美術館として開館。 
今年で開館55周年を迎える。 

 ○所蔵作品について 
  横山大観、川合玉堂、速水御舟、奥村土牛など 
   近代・現代を代表する日本画家たちの作品が中心。 
   琳派や浮世絵といった江戸時代の作品もある。 

 重要文化財（6点）や重要美術品を含む、 約1800点を所蔵。 

 ○展覧会について 

 ・年5～6回の展覧会を開催。 

↑速水御舟 
《炎舞》【重要文化財】 

展示室 

 ○来館者数 

 ・年間約16～18万人（コロナ禍以前） 

↑横山大観《心神》 
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・来館者の推移： 
 2020年3月～8月で前年同期比較で9割減。 
→入館料収入が減少し、入館料以外の収入を工夫しなければならない状況。 

２．休館からクラウドファンデイングにいたるまで 

・休館中の取り組み： 
 山種美術館の作品が楽しめるコンテンツ 
 「おうちで日本画」を開始 
→図録のオンライン販売、オンライン会議用背景の配信などを展開。 
 当館の活動の周知広報にはなるが、収益には繋がらない。 

2020年4月4日（土）から臨時休館し、7月18日(土)に再開。 
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・ 実施期間：2020年10月7日（水）～12月14日（月） 68日間 
 
・ 目標金額：500万円（開始時） 
 

３．クラウドファンディングの概要 
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8月中旬 運営会社にコンタクトをとる。 
8月下旬 ご担当者にヒヤリング。 
8月末   顔合わせ。     

2020年 

運営会社（READYFOR）の利用プラン サポート内容 

担当キュレーター：2名 

４．募集開始にいたるまで 
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9月初旬～ 準備開始。 
  
 ①プロジェクトページ 
 ②リターンの種類・内容 
 ③契約 
 ④周知広報     

2020年 

５．準備 

開始日：10月7日（約1ヶ月の準備で開始） 
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    (1) 趣旨 
    
       (2) 館長からのメッセージ 
    
       (3) プロジェクト実行メンバーからのメッセージ 
    
       (4) 各界からの応援メッセージ 

６．プロジェクトページの構成 
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６．プロジェクトページ （1) 趣旨（抜粋） 
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６．プロジェクトページ （1) 趣旨（抜粋） 

 

9 



６．プロジェクトページ （2)館長からのメッセージ 

（抜粋） 
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（抜粋） 



６．プロジェクトページ （3)プロジェクト実行メンバーからのメッセージ 
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６．プロジェクトページ （4)各界からの応援メッセージ 
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 リターンの種類：13種 
    A スタンダード応援コース（1万円） 
    B 3000円お気持ち応援コース 
    C 3万円お気持ち応援コース 
    D ご自宅で日本画満喫コース（3万円） 
    E 5万円お気持ち応援コース 
    F 年間パスポート付コース（5万円） 
    G 10万円お気持ち応援コース 
    H 館内にお名前掲出権付コース（10万円） 
    I  30万円お気持ち応援コース 
    J 学芸員の解説による貸切鑑賞会付コース（30万円） 
    K 50万円お気持ち応援コース 
    L 館長（山﨑妙子）の解説による貸切鑑賞会付コース（50万円） 
    M 【企業様／団体様向け】ご協賛展覧会の広報物に貴社名記載コース（100万円） 

７．リターンの種類と内容の決定 
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 契約 
 
 周知広報 
   ・当館Webサイト、公式SNS 
   ・プレスリリース 
   ・ネット上の拡散力の強いメディア（BTなど）や、 
    インフルエンサーへの個別連絡。 
   ・知人、関係者への個別連絡。 
   ・館内にポスター掲示、チラシの配架。 
 
    

← 
SNSでの周知 

８．契約・周知広報 
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10月7日 募集開始 
 以後 
  ・日々：申込状況のチェック。 
  ・週２～３回：新着情報を発信。 
  ・7～10日おき：運営会社との打ち合わせ。 
  ・随時：支援者への御礼メッセージ、SNSでの情報発信。 
  ・不定期：取材対応、支援者からの問い合わせ対応。 
  ・ネクストゴール、サードゴールの検討および設定。 
  ・終了間近はカウントダウンなどで継続した最終告知。 
 
12月14日 23:00 受付終了 

９．実施期間中の経過と取り組み 
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10.実施期間中の推移 

訪問者数を増やすためには、新着情報の更新が不可欠 
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10.実施期間中の推移 

10月7日（水） 
スタート 

10月12日（月） 
 目標達成（500万円）   

11月15日（月） 
 ネクストゴール 
達成（1000万円）   

 ネクストゴール 
 1000万と設定 

サードゴールを 
ご支援者数1000名と設定 
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新着情報を更新することにより、支援金が増加する。 



12月15日 終了に伴う情報更新。 
       リターン（領収書等）送付の準備。 
12月26日 リターン送付完了。 
 
1月30日  リターンの一部としての 
        ご支援者様限定 オンラインギャラリートークの実施 

2020年 

11.結果と終了後の作業 

2021年 

・終了後の作業 

・結果 

寄附総額：13,109,000円 ／ 寄附者数：872人 
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（１）ご来館者との新たなつながり、結びつきの形成 
   
  ①美術館の従来からのご来館者が支援者へ。 
    ②山種美術館を知らない方からもご支援。 
      ③励ましのメッセージを多くいただいた。 
   
（２）クラウドファンディング実施中は、職員全体の力を 
   結集する必要がある。 
  
（３）実施するまで、美術館のイメージを毀損するのではないか 
  と懸念していたが、批判的なご意見は少なかった。 

12.所感 
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